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雲南市立吉田中学校だより

始業式では、１学期のキーワードは「目標・挑

戦」であると知らせ、生徒一人一人が勉強や部活

動に目標を持ち、積極的にチャレンジをして欲し

いと話しました。そして、目標を達成するために

は「今、自分は何を成すべきか」という課題意識

を常に持つことが大切だと伝えました 生徒の 目。 「

標・挑戦」を教職員は期待し応援しています。

１学期のキーワード

目標・挑戦
～成すべき事は、何かを考える～

４月８日から平成２２年度がスタートしました。

本日は、５名の教職員の着任式 そして １学期の始、 、

業式、午後からは１９名の新入生を迎い入れる入学

式を行いました。生徒も教職員も多忙な一日となり

ましたが、全員が気持ちを新たに１学期のスタート

＝初心忘るべからず＝を切ることができました。

吉田中学校は、生徒５９名の健やかな成長のため

１５名の教職員が一丸となり、保護者や地域の皆様

の期待に応えるよう努力をして参ります。本年度も

本校教育の推進にご理解ご協力をお願いいたします。

平成２２度がスタート

は と なり教育 信頼 人
～豊かな人間性と確かな学力を～

＝ 学 校 経 営 方 針 ＝

・ふるさと教育やキャリア教育を地域ぐるみで推
進し、開かれた学校づくりのもと、保護者や地域

の信頼に応え、地域と一体となった教育活動を展

開する。

・人権尊重の精神を基調に、すべての教育活動を
通して「心の教育」を充実し、他人を思いやる心

や感動する心など豊かな人間性を培う。

・基礎・基本の学力を身に備え、学ぶことに喜び

を持ち、自己の生き方を考えながら自己実現でき

る生徒を育成する。

＝ 重 点 目 標 ＝

( )ふるさと教育を基盤に置きながら、地域の「ひと1
・もの・こと」を教育活動に積極的に取り入れ、

地域と一体となった教育に取り組み、特色ある教

育活動を推進する。

( )生徒一人一人の基礎的・基本的な学習内容の確2
実な定着と言語活動の充実をめざした教育活動を

推進する。

( )人権・同和教育を学校教育の基底にすえ、一人一3
人の個性を尊重し「いじめ」や「差別」を許さない人

。権尊重を重視した温もりのある教育活動を推進する

( )地域の素材を活用し、望ましい勤労感や職業観4
を育むキャリア教育を推進する。

( )生徒のニーズを把握5
し、その持てる力を高

め生活や学習上の困難

を改善・克服する特別
支援教育を推進する。

( )基本的生活習慣の定6
着を図り、心身ともに

、健康でいきいきと輝き

たくましく生きる生徒

を育成する。

学 校 経 営 の 概 要

校 訓 「 創造 敬愛 協働 剛健 」

、＝経営理念＝ 学校と地域と保護者が一体となり

豊かな人間性と確かな学力を備え、自ら学び、考

え、表現し、課題を解決しようとする力～生きる
力～を身につけた生徒を育成する。

＝学校教育目標＝

ふるさとを愛し 心豊かでいきいきと、
たくましく生きる生徒の育成

＝めざす生徒像＝

・自ら学び、主体的に判断し行動する生徒（知）
・心豊かに、お互いを認め合う生徒（徳）

・健康で、いきいきと輝き躍動する生徒（体）

・地域から学び、地域とともに成長する生徒（心）

＝めざす学校像＝

・充実感や満足感が体感できる学校

・生徒が主体的に活動できる学校
・一人一人の良さが発揮できる学校

・自己実現に向けて努力できる学校

＝めざす教職員像＝

・専門職としての力量を追い求める教職員
・英知を出し合い、互いに高め合う教職員

・実践を尊び、使命感にあふれる教職員

・創造・協働・共感の姿勢を持つ教職員

英語の研究授業



しかし、私が一番印象に残っているのは、部員が５

人のため大会に出場できなかった時期のことです。
けがや病気などで、土曜日の練習に２人しか来て

いなかったこともありました。

私も含めて３人で行った練習は

寂しく、何を目標にしていいの
かわからない虚しさを感じまし

た。そんな中で、生徒はよく耐

えて、その後の好成績につなげ
ていきました。私はこの生徒た

ちから学んだことを、今後の教

育に生かしていきたいと強く思
っています。

ありがとうございました。

＜松江市立第四中学校へ＞成相理絵先生
美しい自然に囲まれたこの吉田中学校で、１年間

が過ぎ去りました。様々な活動を通して生徒の皆さ

んからも、地域の皆さんからも多くのことを学ばせ

ていただきました。日頃からのあたたかい言葉でど
れだけ勇気づけられたことでしょう。

生徒の皆さんとは、授業や部活動でたくさんの関

わりを持つことができました。日々の楽しいこと、
悲しいこと、涙が出るくらい嬉しいこと、様々な時

間を共有できたことが何よりも喜びでした。

これからは、よいことばかり
ではないかもしれませんが、何

事にも前向きに、そしてチャレ

ンジ精神を忘れず前へと進んで
いってください。皆さんの活躍

と成長を楽しみにしています。

最後になりましたが、１年間
私を支えてくださった生徒の皆

さん、教職員の皆様そして地域の

、 。皆様 ありがとうございました

＜吉田総合センターへ＞堀江昌代統括技術士
この度の異動で吉田総合センターに勤務する事に

なりました。吉田中学校では11年間という長い間勤

務させていただき、振り返ってみると本当にたくさ
んの事が思い出されます。

明るく頑張っている生徒のみなさんからは元気

と、多くの感動をもらいま
した。また先生方をはじめ

多くのみなさんに暖かく接

していただいて、ふるさと
吉田の良さを改めて感じな

がら楽しく勤務する事が出

来ました。本当にありがと

うございました。
これからもみなさんが素

敵な中学校生活を送られる

事をお祈りしています。

感 謝 を し て い ま す

吉中は最高でした
～皆様のご多幸を祈念します～

３月２４日(水)に教職員の定期人事異動に伴う離

任式を行いました。当日は、小雨の降る寒い日でし
たが、在校生とともに卒業生も駆けつけ、お世話に

なった４名の教職員との別れを惜しみました。

見送る生徒の瞳にも去りゆく教職員の瞳にも大粒
の涙が光っていました。生徒たちは、お世話になっ

た４名の教職員に、心からの“ありがとう”の言葉

を伝え、去り行く教職員は、生徒と保護者、地域の
皆さんに感謝の思いを伝えました。転勤する教職員

にとって吉中での勤務は、一生の宝となりました。

＜出雲市立佐田中学校へ＞藤井和紀先生
平成１８年４月に着任し、４年間があっと言う間

。 、 、に過ぎました 暖かな地域の方々 素直な生徒たち

明るく雰囲気の良い教職員の方々のおかげで、幸せ
な４年間を過ごすことができました。

特に部活動では、卓球部、野球部の保護者の皆様

に大変良くしていただき、活動がとてもやりやすか
。 「 、ったです その部活動を通し 目標をしっかり持ち

努力すること」の大切さを痛感しました。人数が少

ないとか、力が足りないとか、できないことをあげ
て嘆くのではなく、現状を受け入れ、その中でどう

努力し工夫していくかが大切だと教えてもらいまし

た。また、目標設定の大切さ、目標を意識し続ける
ことの大切さがわかったような気がします。

新２・３年生の皆さんも、先輩からそのようなこと

を教わったと思います。自分

たちのよさを生かし、目標に
向かってまっすぐに努力し続

けてほしいと思います。皆さ

んの活躍を楽しみにしていま
す。末筆ではありますが、吉

田中学校、地域の皆様のます
ますのご発展とご多幸を祈念

申し上げます。本当にありが
とうございました。

＜海潮中学校へ=教頭昇任=＞森山公晴先生
私は、本校で４年間勤務させていただきました。

私が思い出に残っていることはバレーボール部での
活動です。県総体では目立った成績は残せませんで

したが、出雲地区大会２年連続ベスト４や、県選抜

優勝大会３位などを経験させていただきました。

別れを惜しむ＝離任式＝

を新 任 地 活 躍で
～吉中に勤務でき幸せ～

転任者 最後 メッセージから の

生代表 お別れの言葉


